
 

1 

 

『品質管理のための統計的方法の活用』正誤表 

 

 

 第1 刷（2024年4月29 日発行）において、誤りがありました。お詫びするとともに以下のとおり訂正いたします。 

2026 年6月19日 日科技連出版社  

 

頁 行 誤 正 

13 
上 

14行目 

𝑉(𝑋) = 𝐸{(𝑋 − 𝜇)2}𝜎2 𝑉(𝑋) = 𝐸{(𝑋 − 𝜇)2} = 𝜎2 

20 
下 

6行目 

𝑥̃との差に注目すればよい．この差(𝑥𝑖 − 𝑥̃)を・・・ 𝑥̄との差に注目すればよい．この差(𝑥𝑖 − 𝑥̄)を・・・ 

21 
上 

6行目 
・・・= ∑𝑥𝑖

2 − (
∑𝑥𝑖

2

𝑛
) ・・・= ∑𝑥𝑖

2 −
(∑𝑥𝑖)

2

𝑛
 

27 
図2.8 

左図下 
𝑥~𝑁 (𝜇,

𝜎2

𝑛
) 𝑥̄ ~𝑁 (𝜇,

𝜎2

𝑛
) 

27 
下 

11行目 サンプルの平均値を𝑥̃，・・・ サンプルの平均値を𝑥̄，・・・ 

29 
下 

8行目 2つの母集団𝑁(𝜇1, 𝜎1)および𝑁(𝜇2, 𝜎2)から 2つの母集団𝑁(𝜇1, 𝜎1
2)および𝑁(𝜇2, 𝜎2

2)から 

30 

図2.11

左図 

2行目 

=
1

𝐹(𝜙1, 𝜙2 ; 𝑃)
 =

1

𝐹(𝜙2, 𝜙1 ; 𝑃)
 

52 
上 

16行目 帰無仮説 𝐻0 : 𝜎
2 =𝜎0

2 = 0.32は・・・ 帰無仮説 𝐻0 : 𝜎
2 =𝜎0

2 = 0. 32は・・・ 

58 
下 

11行目 ・・・，2つの母集団の母平均の差の・・・ ・・・，2つの母集団の母分散の比の・・・ 

63 

表3.4 

推定の列 

１行目 
𝑝 ± 𝑢(𝛼)√

𝑛(1 − 𝑝)

𝑛
 𝑝 ± 𝑢(𝛼)√

𝑝(1 − 𝑝)

𝑛
 

65 

上 

8行目 𝑝 ± 𝑢(0.05)√
𝑛(1−𝑝)

𝑛
=・・・ 𝑝 ± 𝑢(0.05)√

𝑝(1−𝑝)

𝑛
=・・・ 

66 

下 

6行目 
𝑢0 =

𝑝𝐴 + 𝑝𝐵

√𝑝̄(1 − 𝑝̄) (
1
𝑛𝐴

+
1
𝑛𝐵
)

 𝑢0 =
𝑝𝐴 − 𝑝𝐵

√𝑝̄(1 − 𝑝̄) (
1
𝑛𝐴

+
1
𝑛𝐵
)

 

80 

下 

8行目 𝑆𝐴 = ∑∑(𝑥𝑖⋅ − 𝑥̄̄)2
𝑟

𝑗=1

𝑙

𝑖=1

= 210.9 𝑆𝐴 = ∑∑(𝑥̄𝑖⋅ − 𝑥̄̄)2
𝑟

𝑗=1

𝑙

𝑖=1

= 210.9 

126 
表5.1 

3行目 n<9 (目安) n≦9 (目安) 

130 
上 

1行目 𝑋̄ − 𝑅𝑚管理図 𝑋 − 𝑅𝑚管理図 

130 
上 

5行目 
𝑋̄ − 𝑅𝑚管理図 𝑋 − 𝑅𝑚管理図 

130 
上 

8行目 
・・・𝑋̄ − 𝑅𝑚管理図は𝑋̄ − 𝑅𝑠管理図と・・・ ・・・𝑋 − 𝑅𝑚管理図は𝑋 − 𝑅𝑠管理図と・・・ 

161 
上 

5行目 

𝑦̂ = 𝑦̄ − 𝛽̂1(𝑥 − 𝑥̄) =・・・ 𝑦̂ = 𝑦̄ + 𝛽̂1(𝑥 − 𝑥̄) =・・・ 

 


